
　「大仏山地域散策路」は、県営大仏山公園と伊勢市営大
仏山公園スポーツセンターの北側を囲むように位置する
山林内を通る、全長約6.5kmの散策路です。沿線には、
豊かな自然が広がり、多様な動植物が生息しています。
多くの方々にご協力をいただきながら、植生ガイドマップ
をご用意いたしましたので、みなさん、ぜひ身近な自然を
感じて散策をお楽しみください。
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　大仏山地域の土地は、かつて里山として周
辺に住む人々の暮らしに欠かせない自然資源
でしたが、燃料革命やライフスタイルの移り
変わりによりその利用意義が失われ、昭和中
期の住宅開発計画や、その後の工業団地開発
計画も実現に至らないまま、手つかずとなっ
ていました。

　三重県と隣接市町で検討を重ね、平成30年
度に整備した散策路の開放を第一歩として、
「多様な主体の参画による土地利用と、土地
利用と一体になった土地管理」に向けて取り
組んでいます。

　比較的平坦で歩きやすい地形と、場所ごと
に多様な自然環境がこの土地の特徴です。み
なさんも季節を感じたり、身近な自然に触れ
られてはいかがでしょうか。

　県営大仏山公園を起点に、1.5㎞程度のルー
トであれば、見どころを含み、１時間で十分
巡っていただけます。

　特に10月から5月までがおススメです。

季節を感じる身近な自然、季節を感じる身近な自然、
大仏山地域散策路へようこそ大仏山地域散策路へようこそ
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様々な景観が
楽しめる

【住所】 （連絡先）大仏山公園管理事務所
〒515-0314 多気郡明和町新茶屋68-1

（専用駐車場）多気郡明和町明星乙字打越388番3

【アクセス】 近畿日本鉄道 明野駅から徒歩約30分

伊勢自動車道玉城ICから約30分
【駐車場】 常設駐車場16台（内、障がい者用1台）

大型バスご利用の際は、県営大仏山公園の常設駐車場が

ご利用いただけます。

ホームページはこちら→

散策路をご利用頂くみなさんへ

羽状複葉→

　散策路の多くは、昔ながらの生活道路（いわゆる里道）や既設
の通路を利用しています。
　自然豊かな反面、この散策路は公園のように手を加えた自然で
はありませんので、散策していただく際は、注意も必要です。
　三重県では、毎日パトロールを行い、現地の情報の収集やハチ
の駆除のほか、注意看板の設置に努めておりますが、散策時に
は、自然の中で生じうる危険にご留意いただき、次のようなこと
に配慮して散策をお楽しみください。

■ご利用時間 ■ご利用可能期間

９：００～１７：００（4月から10月）

９：００～１６：００（11月から3月）

12月29日から1月3日までを除く毎日

ご利用は基本的に自由、かつ無料です。
ただし、引率を伴うご利用の場合は、その

内容の把握のため、事前に利用届の提出をお
願いしております。
ご提出いただいた場合は、散策路や土地に

かかる各種情報をご提供しております。

ご連絡先

ご利用申込方法

散策路の現状や、散策当日における連絡
先は、こちらまでご連絡ください。

県営大仏山公園 管理事務所

☎０５９６－２３－６５６５

左記以外の散策路の利用及びその他土地の
利用などは、下記までご連絡ください。

三重県地域連携・交通部

水資源・地域プロジェクト課

☎０５９－２２４－２４１９

禁止事項（散策路以外は立入禁止です）

利用届は、紙様式のほか、下
のQRコードから電子申請をご
利用いただくと便利です。

●薮にはダニをはじめ、ヘビがいる可能性があります。
　　散策路以外は立ち入り禁止としています。
●「かぶれる木」にはご注意ください。
　例：ヤマウルシ、ヤマハゼ、ハゼノキなど
（羽状複葉を持つこと、葉柄（ようへい）が赤味を帯びる
　ことが多い、秋の紅葉が鮮やかなことなどが共通する特徴です。）
・スズメバチに遭遇した場合
　　手で払うなど刺激せず、身を低くしてゆっくりその場を
　離れましょう。ただし、襲われた時には、大至急その場から
　遠くへ逃げてください。
・ヘビを見かけた場合
　　近づくと咬まれる可能性があるので、むやみに近づかない
　ようにしましょう。道路脇の草むらにも注意が必要です。
　　体に小判模様があれば、「マムシ」です。
・イノシシを見かけた場合
　　静かにその場を離れましょう。子どものイノシシであっても、
　親が近くにいる可能性があるので安心できません。
　　ハチやヘビに刺されたり噛まれたら、即座に
　救急車を呼ぶか管理事務所（0596-23-6565）
　にご連絡ください。

大仏山地域散策路
植生ガイドマップ
大仏山地域散策路
植生ガイドマップ
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Aガマズミ

Eネズミモチ

Mアベマキ

Iヤマハギ

Oヌルデ

Sアオダモ

Tキヅタ

Xナツハゼ

Bクロガネモチ

Fモリシマアカシア

Nナンキンハゼ

Jアオハダ

Pミミズバイ

Uシロダモ

Yコバノガマズミ

Cソヨゴ

Gヤブニッケイ

Kカマツカ

Qモチノキ

Vノリウツギ

Z ハリエンジュ

Dネジキ

Hヤマウルシ

Lクロバイ

Rアオキ

Wハンノキ

aヒメコウゾ
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さ
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あき
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み

がなる。実
み
は焼
しょう
酎
ちゅう
に漬

つ
けて果

か
実
じつ
酒
しゅ
に

も利
り
用
よう
される。

楕
だ
円
えん
形
けい
の黒

くろ
い果

か
実
じつ
がネズミの糞

ふん
に

似
に
る。5～6月

がつ
頃
ころ
枝
えだ
先
さき
に白

しろ
い花

はな
が多

た

数
すう
咲
さ
き目

め
立
だ
つ。

西
にし
日
に
本
ほん
では雑

ぞう
木
き
林
ばやし
の代

だい
表
ひょう
的
てき
な木

き
で、

樹
じゅ
皮
ひ
はコルク層

そう
が発

はっ
達
たつ
し、昔

むかし
はコル

クをとるために栽
さい
培
ばい
された。

秋
あき
の七

なな
草
くさ
の萩

はぎ
はこれをさすことが主

しゅ

である。多
た
数
すう
の紅

こう
紫
し
色
しょく
のマメ科

か
特
とく
有
ゆう

の花
はな
が咲

さ
く。

名
な
前
まえ
の由

ゆ
来
らい
は、かつてこの木

き
に傷

きず
を

つけ白
しろ
い汁

しる
を採

と
り塗

と
料
りょう
に使

つか
ったこと

から。肌
はだ
の弱

よわ
い人

ひと
はかぶれに注

ちゅう
意
い
。

材
ざい
質
しつ
が強

つよ
く、粘

ねば
りがあり、プロ野

や
球
きゅう
や

大
だい
リーグ選

せん
手
しゅ
等
など
のバットにも使

つか
われ

ている。4月
がつ
頃
ころ
白
しろ
い花

はな
が多

た
数
すう
咲
さ
く。

ブドウ科
か
のツタより木

もく
質
しつ
化
か
が目

め
立
だ

つ。気
き
根
こん
を出

だ
して木

き
に這

は
い上

あ
がる。

5～6月
がつ
頃
ころ
釣
つり
鐘
がね
状
じょう
の赤

あか
みをおびた花

はな

が咲
さ
く。夏

なつ
にハゼのように紅

こう
葉
よう
し実

み

は食
しょく
用
よう
になる。

10月
がつ
頃
ころ
真
ま
っ赤

か
な実

み
がびっしりとな

る。「苦
く
労
ろう
がねぇ(無

な
い)金

かね
持
も
ち」で縁

えん

起
ぎ
物
もの
。

名
な
前
まえ
のモリシマは学

がく
名
めい
のmollissima

(やわらかい）から。5月
がつ
頃
ころ
、地
じ
味
み
なク

リーム色
いろ
の花

はな
がびっしり咲

さ
き強

つよ
い香

かお

りがある。外
がい
来
らい
種
しゅ
。

6～7月
がつ
頃
ころ
黄
き
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の房

ふさ
状
じょう
の花

はな
が葉

は
の脇

わき

から多
た
数
すう
下
さ
がる。熟

じゅく
した冬

ふゆ
の実

み
は白

しろ

色
いろ
で目

め
立
だ
つ。

名
な
前
まえ
の由

ゆ
来
らい
は、樹

じゅ
皮
ひ
の内

ない
部
ぶ
が緑
みどり
色
いろ
で

あることから。シンゲ池
いけ
周
しゅう
辺
へん
に太

ふと
め

の木
き
が多

おお
い。

実
み
がミミズの頭

あたま
に似

に
るのが名

な
の由

ゆ

来
らい
。伊
い
勢
せ
神
じん
宮
ぐう
ではトクラベと呼

よ
び細

ほそ

長
なが
い葉

は
を供

そな
え物

もの
の下

した
に敷

し
く。

葉
は
の裏

うら
が極
きょく
端
たん
に白

しろ
い。実

み
は翌

よく
年
ねん
の

秋
あき
に赤

あか
く熟
じゅく
し、種

しゅ
子
し
からとれる油

あぶら
は

ロウソクの原
げん
料
りょう
にも使

つか
われた。

ガマズミより葉
は
が小

ちい
さく細

ほそ
く、葉

よう
柄
へい

が短
みじか
い。花

か
期
き
はガマズミより1か月

げつ

ほど早
はや
い。

春
はる
に白

しろ
く可

か わ い
愛い花

はな
を咲

さ
かせる。風

かぜ
に

吹
ふ
かれてそよぐ音

おと
が名

な
前
まえ
の由

ゆ
来
らい
。冬
ふゆ

でも青
あお
々
あお
と茂

しげ
り「冬

そ よ ご
青」の表

ひょう
記
き
もみ

られる。

葉
は
をもむとシナモン（ニッケイ）に似

に

た香
かお
り。実

み
は、1㎝弱

じゃく
で秋
あき
に黒
くろ
く熟
じゅく
す。

材
ざい
が硬

かた
く鎌
かま
の柄

え
に使
つか
われた。4～5月

がつ
頃
ころ

コデマリに似
に
た白
しろ
い花
はな
を多

た
数
すう
咲
さ
かす。

樹
じゅ
皮
ひ
からトリモチを作

つく
る。6月

がつ
頃
ころ
淡
あわ
い

黄
き
色
いろ
の花

はな
が多

た
数
すう
咲
さ
く。秋

あき
に直
ちょっ
径
けい
１㎝

位
くらい
の赤

あか
い実

み
をつける。

樹
じゅ
液
えき
は和

わ
紙
し
を漉

す
く糊

のり
に使

つか
われた。

7～8月
がつ
頃
ころ
白
しろ
いアジサイのような花

はな

が咲
さ
く。

「ニセアカシア」とも呼
よ

ぶ。日
に

本
ほん

で“アカ
シア”とは本

ほん

種
しゅ

をさす。アカシア属
ぞく

とは
別
べつ

種
しゅ

。童
どう

謡
よう

「この道
みち

」にうたわれる「あ
かしや」は本

ほん

種
しゅ

をさすとされる。「アカ
シア蜂

はち

蜜
みつ

」もこの花
はな

から採
さい

取
しゅ

される。

5～6月
がつ
頃
ころ
、白
しろ
い壺

つぼ
状
じょう
の花

はな
が下

した
向
む
き

に多
た
数
すう
。ある程

てい
度
ど
太
ふと
くなると幹

みき
がね

じれることも多
おお
い。

葉
は
は枝
えだ
先
さき
に集
あつ
まり傘

かさ
状
じょう
につく。ウルシ

ほどではないがかぶれることもある。

この木
き
の灰

はい
は染

せん
料
りょう
の媒

ばい
染
せん
剤
ざい
に使

つか
われ

る。5～6月
がつ
頃
ころ
枝
えだ
先
さき
が白

しろ
い花

か
穂
すい
でおお

われてよく目
め
立
だ
つ。

暗
くら
い林

りん
内
ない
によく生

は
える。枝

えだ
が青

あお
いこ

とが名
な
の由

ゆ
来
らい
とされる。実

み
は赤

あか
くな

り目
め
立
だ
つ。

湿
しっ
地
ち
に強

つよ
く水
みず
に埋

う
もれても生

い
きる。

松
まつ
かさ状

じょう
の花

か
穂
すい
が一

いち
年
ねん
中
じゅう
つく。

樹
じゅ

皮
ひ

は強
きょう

靭
じん

な繊
せん

維
い

を持
も

ち古
ふる

くは和
わ

紙
し

の原
げん

料
りょう

に使
つか

われた。雌
め

花
ばな

は毛
け

が生
は

え
ているように見

み

え独
どく

特
とく

の形
かたち

。和
わ

紙
し

の原
げん

料
りょう

として有
ゆう

名
めい

なコウゾは、ヒメコウゾ
とカジノキの雑

ざっ

種
しゅ

とも。

A	 花期 	５月頃		 	 果熟期 	晩夏～秋

	 花期 	５～６月		 	 果熟期 	秋

	 花期 	5～6月頃		 果熟期 	秋

	 花期 	５月頃		 	 果熟期 	晩夏～秋

	 花期 	４～５月		 	 果熟期 	９～10月

	 花期 	晩夏～秋			 果熟期 	晩秋

	 花期 	８～９月	 	 果熟期 	秋

	 花期 	４月頃	 	 果熟期 	秋

	 花期 	10～12月	 果熟期 	翌春

	 花期 	５～６月	 果熟期 	夏～

	 花期 	６～７月		 	 果熟期 	冬

	 花期 	５～６月		 	 果熟期 	９～11月

	 花期 	７～８月		 	 果熟期 	秋～冬

	 花期 	10～11月		 果熟期 	翌秋

	 花期 	4月頃	 果熟期 	夏～

	 花期 	５～６月		 	 果熟期 	10～11月

	 花期 	５～６月	 	 果熟期 	晩夏～秋

	 花期 	６月頃		 	 果熟期 	秋

	 花期 	5月		 	 果熟期 	秋

	 花期 	４～５月	 	 果熟期 	秋

	 花期 	6月頃		 	 果熟期 	秋

	 花期 	７～８月	 果熟期 	秋

	 花期 	4～5月	 果熟期 	晩夏～秋

	 花期 	５～6月		 	 果熟期 	秋

	 花期 	３～５月		 	 果熟期 	11～５月

	 花期 12～2月	 果熟期 	秋

	 花期 	4～5月	 果熟期 	夏～
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・路線の一部は、歩きやすくするために舗装しております。
・階段のある路線が複数あります。（上図参照）
・散策路沿道にトイレや水道は設置していませんので、公園トイレをお使いください。

大仏山には多くの木々があり、表示の場所
以外にも観察できる場合があります。


